
「
緩
す
ぎ
る
」
食
品
等
の

放
射
性
物
質
の
規
制

現
在
の
日
本
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
暫
定
規
制
値
は
、
食
べ
物
に
つ

い
て
は
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
５
０
０

ベ
ク
レ
ル
、
飲
み
物
に
つ
い
て
は
２
０

０
ベ
ク
レ
ル
で
す
が
、
国
際
比
較
か
ら

も
「
緩
す
ぎ
る
」
と
の
厳
し
い
批
判
を

受
け
、
厚
労
省
は
、
12
月
22
日
、
そ
の

改
定
を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
２
年
４
月

以
降
、
「
一
般
食
品
」
の
規
制
値
を
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
、

子
供
向
け
の
「
乳
児
用
食
品
」
と
「
牛

乳
」
は
50
ベ
ク
レ
ル
、
そ
し
て
「
飲
料

水
」
は
10
ベ
ク
レ
ル
と
す
る
新
た
な
基

準
値
に
改
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
規
制
値
で
は
な
い

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
毎
日
食
べ
る

お
米
と
、
た
ま
に
し
か
食
べ
な
い
牛
肉

が
同
じ
規
制
値
な
の
で
し
ょ
う
か
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
被
災
地
で
あ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
は
、
主
食
で
あ

る
「
パ
ン
」
は
、
全
食
品
で
最
も
厳
し

い
20
ベ
ク
レ
ル
で
日
本
の
改
定
規
制
値

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
の
５
分
の
１
、
生
命

維
持
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
飲
料

水
は
２
ベ
ク
レ
ル
で
、
こ
れ
も
日
本
の

改
定
規
制
値
10
ベ
ク
レ
ル
の
５
分
の
１

と
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
食
品
規
制
値
は
、
大
人
が

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
８
ベ
ク
レ
ル
で
、

幼
児
は
大
人
の
半
分
の
４
ベ
ク
レ
ル
で

す
。
４
ベ
ク
レ
ル
は
日
本
の
「
乳
児
用

食
品
」
の
改
定
規
制
値
50
ベ
ク
レ
ル
の
、

10
分
の
１
以
下
の
低
さ
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
改
定
規
制
値
も
、
国
際
的
基
準

に
比
較
し
て
決
し
て
厳
し
い
規
制
値
と

は
い
え
な
い
も
の
で
す
。

地
方
本
部
で
は
、
５
月
26
日
に
第
８

回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
３
月
24
日

に
「
59
歳
以
上
対
象
者
」
会
議
で
出
さ

れ
た
職
場
の
問
題
点
・
労
働
条
件
に
つ

い
て
申
し
入
れ
ま
す
。

年
間
休
日
の
差
や
労
働
条
件
な
ど
出

向
先
に
よ
っ
て
か
な
り
違
っ
て
い
ま
す
。

JR
東
日
本
の
検
修
全
面
外
注
化
に
つ

い
て
16
日
に
対
策
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
エ
リ
ア
本
部
か
ら
矢
部
執
行
委
員

が
出
席
し
ま
す
。
多
く
の
組
合
員
の
出

席
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

外
注
化
は
、
今
年
の
秋
ご
ろ
と
う
わ

さ
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
急
に
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月
に
入
っ
て
か
ら
、
気
温
が
上
が

り
25
度
以
上
の
夏
日
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
ビ
ー
ル

の
売
り
上
げ
も
上
が
る
の
で
し
ょ
う
。

新
潟
市
内
で
は
、
今
日
、
６
月
７
日

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
、
朝
の
ラ
ジ
オ
で
流
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
季
手
当
の
交
渉
で
す
。

貨
物
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
０
な
ど
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
各
機
関
は

現
場
や
支
店
へ
夏
季
手
当
な
ど
賃
金
や

労
働
条
件
に
関
し
て
訴
え
て
い
ま
す
。

要
求
は
現
場
か
ら
！
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
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国労本部全国大会
第一次草案

２０１２年度
運動方針（案）

「闘いの目標」賃金引上げ、賃金制

度の闘いについて記載しました。

①２０１３年春闘における賃金引上

げをはじめとする要求の実現。

②会社間「格差」解消、第２基本給

制度の廃止、最低賃金の確率。

③期末手当に関する要求実現。

④各種手当の改善。

⑤臨時・契約社員などＪＲおよび関

連会社に働く全労働者の労働条件

改善。

組織強化・拡大

①分会等の機関活動の活性化と国労

への復帰・加入の促進。

②職場の諸要求実現にむけた共同行

動の強化。

③青年・婦人部活動の強化。

④家族会活動の強化。

⑤「鉄道退職者の会」との連携強化。

⑥関連労働者の組織化と鉄関労運動

の強化。



「国鉄新潟」 国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市秋葉区善道町１－１－１ 0250ー24－8336 2012年6月16日


